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日本百街道紀行
街
道
と
ま
ち
づ
く
り

東
海
道 

岡
崎
城
下
二
十
七
曲
り

第
24
回

は
じ
め
に

　

岡
崎
市
は
、
愛
知
県
の
ほ
ぼ
中
央
に

位
置
し
、
矢
作
川
流
域
の
豊
か
な
緑
と

清
流
に
抱
か
れ
、
西
三
河
の
中
心
都
市

と
し
て
成
長
を
続
け
て
い
る
。
古
い
に
し
えよ

り

交
通
の
要
衝
と
し
て
、
中
世
に
は
源

氏
・
足
利
氏
の
武
家
文
化
の
重
要
拠
点
、

近
世
に
は
東
海
道
に
よ
り
物
資
・
文
化

が
往
来
し
、
江
戸
幕
府
の
礎
を
築
い
た

徳
川
家
康
公
の
生
誕
の
地
・
岡
崎
城
の

城
下
町
、
東
海
道
の
宿
場
町
と
し
て
栄

え
、
13
件
も
の
国
の
指
定
を
受
け
た
文

化
財
建
造
物
を
は
じ
め
、
数
多
く
の
歴

史
上
価
値
の
高
い
建
造
物
に
も

恵
ま
れ
、
八
丁
味
噌
造
り
を
代

表
と
す
る
伝
統
産
業
や
山
車
が

巡
行
す
る
地
域
固
有
の
祭
礼
行

事
等
の
伝
統
的
な
活
動
が
、
今

な
お
、
市
内
各
所
で
連
綿
と
継

承
さ
れ
て
い
る
、
悠
久
の
歴
史

と
伝
統
が
息
づ
く
風
格
あ
る
都

市
で
あ
る
。

暮
ら
し
に
息
づ
く 

東
海
道

　

慶
長
６
年
、
家
康
公
が
開
い

た
江
戸
幕
府
に
よ
っ
て
宿
駅
制
度
が
定

め
ら
れ
、
東
海
道
は
江
戸
と
京
を
結
ぶ

大
動
脈
と
な
っ
た
。
東
海
道
は
岡
崎
城

下
へ
引
き
入
れ
ら
れ
た
後
、
変
更
が
重

ね
ら
れ
、
防
衛
と
街
道
筋
の
伸
長
の
た

め
に
曲
が
り
く
ね
り
、
そ
の
さ
ま
は

「
岡
崎
城
下
二
十
七
曲
り
」
と
呼
ば
れ
、

町
並
み
の
長
さ
も
合
間
っ
て
岡

崎
の
城
下
町
・
宿
場
町
は
大
い

に
に
ぎ
わ
っ
た
。
現
在
も
、
そ

の
道
筋
の
ほ
と
ん
ど
を
た
ど
る

こ
と
が
で
き
る
な
ど
歩
き
継
が

れ
、
語
り
継
が
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
東
海
道
は
最
も

市
民
に
親
し
ま
れ
て
い
る
歴
史

あ
る
道
で
、
岡
崎
の
中
心
部
を

含
め
て
延
長
約
20
㎞
と
市
域
を

南
東
か
ら
北
西
に
貫
く
。
現
在

は
幹
線
道
路
と
し
て
の
役
割
は

国
道
1
号
が
担
っ
て
い
る
が
、

ほ
ぼ
並
行
し
て
私
鉄
が
敷
設
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
街
道
沿
い
で
は
市
街
地
化
が

進
み
、
そ
の
中
を
通
り
抜
け
る
東
海
道

は
、
人
々
の
生
活
道
路
と
し
て
、
現
在

も
そ
の
往
来
は
活
発
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
東
海
道
を
通
じ
て
、
人
や

物
、
情
報
が
往
来
し
、
文
化
の
交
流
が

「
観
光
産
業
都
市
・
岡
崎
」を
目
指
し
て

岡お
か
ざ
き崎

市
長（
愛
知
県
）　
内う

ち

だ田
康や

す
ひ
ろ宏

清流・乙川と岡崎城
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盛
ん
に
行
わ
れ
て
き
た
結
果
、
さ
ま
ざ

ま
な
信
仰
が
も
た
ら
さ
れ
、
各
地
の
習

俗
・
文
化
が
根
付
い
た
祭
礼
等
が
各
地

域
に
起
こ
り
、
住
民
ら
が
東
海
道
を
舞

台
に
、
大
切
に
守
り
続
け
て
き
た
祭
礼

等
が
毎
年
行
わ
れ
る
な
ど
歴
史
的
な
風

情
を
今
に
伝
え
て
い
る
。　

観
光
産
業
都
市
の
創
造
に 

向
け
て
〜
次
の
１
０
０
年
を 

見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り

　

本
市
は
、
次
の
１
０
０
年
を
見
据
え

た
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
、「
観
光
産
業

都
市
の
創
造
」
を
目
指
し
て
い
る
。
こ

れ
は
、
将
来
に
わ
た
っ
て
、
安
定
し
た

経
済
基
盤
を
築
く
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
こ
れ
ま
で
の「
モ
ノ
づ
く
り
」に
続

く
、
も
う
一
つ
の
経
済
の
大
き
な
柱
と

し
て
、
固
有
の
自
然
と
歴
史
文
化
資
産

を
中
心
と
し
た「
観
光
産
業
」の
育
成
を

図
っ
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

　

昨
年
、
本
市
は
市
制
施
行
１
０
０
周

年
を
迎
え
た
。
こ
の
大
き
な
節
目
に
、

岡
崎
固
有
の
歴
史
、
伝
統
、
文
化
、
自

然
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
こ
れ
ま

で
以
上
に
積
極
的
に
推
進
す
る
た
め
、

新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
歴
史
ま
ち
づ

く
り
法
（
正
式
名
称
：
地
域
に
お
け
る

歴
史
的
風
致
の
維
持
及
び
向
上
に
関
す

る
法
律
）に
基
づ
き「
岡
崎
市
歴
史
的
風

致
維
持
向
上
計
画
」
を
策
定
し
、
こ
の

計
画
が
国
の
認
定
を
受
け
、
本
市
の
歴

史
ま
ち
づ
く
り
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
単
体
の「
点
」と

し
て
保
存
し
て
き
た
文
化
財
を
は
じ
め

と
す
る
多
様
な
歴
史
文
化
資
産
を
、
こ

れ
か
ら
は
主
に
街
道
を
軸
に
周
辺
の
市

街
地
も
含
め
た
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
と

一
体
的
に「
面
」と
し
て
整
備
・
活
用
し
、

生
活
環
境
の
向
上
、
地
域
の
活
性
化
お

よ
び
観
光
の
振
興
に
つ
な

げ
、
市
域
全
体
の
魅
力
向

上
を
図
っ
て
い
く
考
え
で

あ
る
。

　

具
体
的
に
は
、
本
市
の

シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
岡
崎
城

を
中
心
に
、
近
世
の
宿
場

町
で
あ
っ
た
岡
崎
宿
・
藤

川
宿
を
含
む
旧
東
海
道
沿

い
を
加
え
た
「
岡
崎
城
下
及

び
東
海
道
地
区
」を
重
点
区
域
と
し
て
、

旧
東
海
道
沿
い
に
分
布
す
る
歴
史
的
建

造
物
等
を
安
全
・
快
適
に
巡
っ
て
回
れ

る
よ
う
に
す
る
た
め
の
道
路
美
装
化
な

ど
の
歩
行
空
間
や
駐
車
場
の
整
備
、
そ

し
て
、
誰
も
が
容
易
に
理
解
で
き
る
分

か
り
や
す
い
サ
イ
ン
や
解
説
板
の
整
備

と
い
っ
た
、
回
遊
性
を
向
上
さ
せ
る
た

め
の
事
業
を
総
合
的
か
つ
一
体
的
に
展

開
し
て
い
く
。

　

最
後
に
、
先
人
に
よ
り
は
ぐ
く
ま

れ
、
受
け
継
が
れ
て
き
た
数
々
の
歴
史

文
化
資
産
が
、
地
域
の
活
力
を
生
み
出

す
財
産
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
、
ま

ち
づ
く
り
を
通
じ
て
そ
の
価
値
や
魅
力

を
磨
き
上
げ
、
こ
の
ま
ち
に
生
ま
れ

育
っ
た
子
ど
も
た
ち
が
、
ふ
る
さ
と
岡

崎
に
よ
り
大
き
な
愛
情
と
誇
り
を
持
て

る
よ
う
、
し
っ
か
り
と
後
世
に
引
き
継

い
で
ま
い
り
た
い
。

岡崎城下二十七曲りの案内サイン

　
岡
崎
市
内
に
は
、
東
海
道
五
十
三
次

の
内
、
日
本
橋
か
ら
数
え
て
37
番
目
の

宿
場
・
藤
川
宿
と
38
番
目
の
岡
崎
宿
が

あ
る
。

　
藤
川
宿
は
、
三
河
高
原
を
横
断
す
る

御
油
断
層
の
谷
か
ら
、
西
の
平
坦
地
へ

の
出
入
口
に
あ
た
り
、
中
世
か
ら
交
通

の
要
地
で
あ
っ
た
。
松
尾
芭
蕉
が
句
に

詠
ん
だ
「
む
ら
さ
き
麦
」
の
産
地

で
、
宿
場
の
西
端
に
は
一
里
塚
や

十
王
堂
が
あ
り
、
吉
良
道
が
分
岐

し
て
い
た
。

　
岡
崎
宿
は
、
徳
川
家
康
が
生
誕

し
た
岡
崎
城
の
城
下
町
で
、
矢
作

川
の
水
運
や
奥
三
河
か
ら
の
物
資

集
積
で
栄
え
た
。
徳
川
家
の
菩
提

寺
で
あ
る
大
樹
寺
三
門
か
ら
望
む

岡
崎
城
へ
の
眺
望
は
、
現
在
ビ
ス

タ
ラ
イ
ン
と
呼
ば
れ
市
民
や
来
訪

者
に
親
し
ま
れ
て
い
る
。

一
口
メ
モ

東海道 岡崎城下二十七曲り

企
画
協
力: 

全
国
街
道
交
流
会
議
「
街
道
交
流
首
長
会
」

徳
川
家
発
祥
の
地

東
海
道
の
面
影
を
色
濃
く
残
す
藤
川
宿
、
岡
崎
宿


